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　国民健康保険税の中に、後期高齢者保険への支援分
という科目があります。
　これは75歳になったら加入する保険制度（後期高
齢者）へ国保の加入者が支援をしているのですが、生
まれてすぐの0歳児も均等割りという科目で負担して
います。国の制度ですが、皆さんどう思いますか？

　平成３１年から行われていた人工透析患者さんの送迎を、南会津病院
への送迎に加え会津若松市の病院への送迎も行うこととなりました。（南
会津病院では新規の患者受け入れが当面できないため）
　福祉車両を購入し、町直営で行っていた人工透析患者の送迎業務を町
内介護タクシー事業者に委託し行うものです。
　ご自身で通院されておられる方には、通院交通給付費が給付されます。

税金は「そういうもんだ」
で見ていましたが、もう
少し自分でも勉強しよう
と思いました。

透析療法は、通院されておら
れる方の負担が大きく、透析
患者さんの送迎を民生委員会
で町に要望し、実現した経過
があります。
今度、実情に合わせて拡充さ
れたこと、本当に良かったと
思います。これからも、医療・
福祉の充実よろしくお願いし
ます。

湯ら里って意外とお金
かかるんだ。もっと町
民に還元してもいいと
思うけどな。

交流施設費に1億2388万円

修繕料　1693万円

施設維持補修工事　3139万円

人工透析患者送迎業務委託料� 13００万円
福祉車輛購入費� 36０万円
人工透析患者通院交通費給付費� ２3０万円

の予算が決まる!
　3月定例会で町から提案された令和7年度の一般会計当初予算は62億9千万
円、特別会計と合わせて83億4290万円です。
　議会にはこのお金を決定する「重い責任」があります。広報広聴常任委員6名
が注目する事業を町民の皆様に取材に出向き、「町民の声」を集めてきました。町
民の代表である議会が議決した時点で、私たち町民にもこの予算執行への「責任」
が生まれます。
　広報と広聴を強化し、関心が集まる議会になるよう努力してまいります。

（単位：万円　※未満切捨）
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0歳児が75歳の保険料を負担!?
国民健康保険事業特別会計

源泉ポンプの入替や配管補修で地域の宝
である温泉を守ります

エレベーターの法定点検等を実施し、
利用者の安全安心を確保します

人工透析患者送迎業務が拡充・
町内事業者に委託!!

町民の声

町民の声

町民の声

馬場由人さん
ご家族（梁取）

民生児童委員協議会
会長　目黒ハナエさん

佐藤雅幸さん
（小林）
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※繰入金、補助金の説明は6ページを参照

医療介護施設運営に
繰入金額２億6115万円

　生活に欠かせないエネルギーである熱エネルギーを薪に
変えることで化石燃料（灯油、電気）の消費量を減らすこ
とができます。薪ステーションでは間伐材を薪に加工して
おり、薪割りの重労働をしなくても薪ストーブなどが使え
るようになりました。

　「合同会社　ねっか」は新たに、只見産米を原料としたライス
ウィスキーの製造による地方創生事業に取組むことを目的とし
て、総務省のローカル１0,000プロジェクト（地域経済循
環創造事業交付金）を申請し、初期費用として交付されます。
　これにより、新たな雇用の確保、海外への販路拡大、「ウィ
スキー×観光×食×自然×文化」を融合させた総合型地域活性
化を図ります。

　どの施設も無くしてはならない施設です。
　明確な計画を持って管理運営していく必要が
あります。

２億円以上！まず、この金額に驚きました。

只見町の医療福祉への繰入金の言葉も意味も

よく知らず、難しいからと避けていました

が、毎年多額なお金が赤字の医療福祉施設に

補填されていた現実！少子高齢化、このまま

では只見町は破綻してしまうのではと心配に

なります。

薪ストーブの導入
を考えてみたいと
思います。

早く飲みたいな

薪ストーブなどの導入に補助
薪ストーブ等普及支援事業補助金
薪ストーブや薪ボイラー設置費用の1/２、
上限3０万円

地域経済循環創造事業交付金　3５００万円

� 繰入金合計　1億41０6万円

� 繰入金合計　7５０3万円

� 運営補助金　4５０５万円

合計83億円

　予算提案にあたり、渡部町長は「目標に向かって行動するまちづくり」を念頭に置き、
3つの目標を示されました。１つ目は「安心、安全なまちづくり」2つ目は「町内産業の
持続的な振興と担い手確保」3つ目は「人財の育成と確保」です。

町長の　
所信表明

注目

5

注目

6

ライスウィスキー製造で地方創生に

国民健康保険施設朝日診療所繰入金

老人保健施設こぶし苑繰入金

介護保険施設あさくさホーム

町民の声

町民の声

吉津明さん
ご家族（杉沢）

注目

4

五十嵐修さん
（蒲生）

多くの医療福祉施設

町民の声
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ふ
る
さ
と
納
税

問
ふ
る
さ
と
納
税
が

努
力
目
標
と
し
て

の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
収
入
増
へ
向
け
て
施

策
は
。

答
企
業
版
は
ア
ピ
ー

ル
の
方
法
を
変
え

て
、増
額
に
つ
な
げ
た
い
。

問
入
湯
税
は
、１
５
０

円
８
７
０
人
減
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。
町

民
の
福
祉
増
進
と
し
て
重

要
。上
げ
て
い
く
施
策
は
？

答
コ
ロ
ナ
以
降
、
湯

ら
里
の
入
湯
利
用

者
が
減
少
し
て
い
る
が
、

増
え
る
取
り
組
み
を
し
た

い
。

医
療
・
福
祉

問
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
国
の
制

度
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
任

意
。
７
年
度
か
ら

は
定
期
接
種
に
な
り
、
対

象
者
は
65
歳
以
上
。
一
部

自
己
負
担
で
残
り
は
町
が

補
助
。

問
軽
度
難
聴
の
方
へ

の
補
聴
器
助
成
金

の
予
算
の
根
拠
は
。

答
上
限
3
万
円
で
10

名
。
金
山
町
を
参

考
と
し
た
。

観
光

問
C
M
大
賞
は
昨
年

出
品
が
な
か
っ
た
。

今
年
度
の
予
定
は
。

答
有
効
な
P
R
の
場

で
あ
り
、
只
見
高

校
パ
ソ
コ
ン
部
の
協
力
で

実
施
し
て
い
た
が
、
時
間

が
と
れ
ず
断
念
し
た
。
今

年
度
は
公
募
や
推
薦
も
検

討
し
出
品
し
た
い
。

問
観
光
公
社
と
名
前

を
変
え
た
会
社
に
、

観
光
と
違
う
事
業
を
随
意

契
約
で
良
い
の
か
。

答
観
光
に
特
化
し
て

い
る
わ
け
で
は
な

く
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
と

し
て
様
々
な
事
業
を
担
っ

て
欲
し
い
。

問
包
括
連
携
協
定
事

業
の
内
容
は
。

答
県
事
業
を
活
用

し
、
カ
ヤ
ッ
ク
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
ツ
ア
ー

化
し
、
着
地
型
観
光
商
品

の
造
成
を
。

問
駅
前
倉
庫
に
モ
ン

ベ
ル
の
自
転
車
が

あ
る
が
活
用
は
。

答
イ
ベ
ン
ト
や
貸
し

出
し
用
に
需
要
は

あ
る
と
考
え
る
。

問
観
光
ア
プ
リ
の
成

果
と
費
用
対
効
果

は
。答

3
年
で
登
録
者
数

９
６
１
名
。今
後
、

活
用
を
検
討
す
る
。

農
林
・
建
設

問
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導

入
は
、
ど
の
程
度

普
及
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

答
50
%
補
助
で
限
度

額
30
万
円
。
５
件

ほ
ど
の
見
込
み
。

問
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

は
公
設
民
営
だ

が
、
運
営
方
法
、
利
用
料

は
。答

概
算
事
業
費
の
３

割
を
納
入
す
る
つ

も
り
で
組
織
化
さ
れ
て
い

る
。問

道
路
補
修
は
、
警

察
と
協
議
し
て
い

る
か
。
一
時
停
止
線
が
消

え
、
積
雪
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
が
見
え
な
い
。

答
新
設
の
場
合
は
協

議
し
て
い
る
。
外

側
線
の
協
議
は
な
い
が
、

3
年
に
一
度
補
修
し
て
い

る
。毎
年
警
察
と
協
議
し
、

指
摘
し
て
い
る
が
予
算
が

つ
か
な
い
。

問
豪
雪
で
ト
マ
ト
ハ

ウ
ス
に
被
害
が
出

て
い
る
が
、
個
人
で
の
修

復
は
対
象
外
か
。

答
農
業
振
興
費
で
の

予
算
。
情
報
を
つ

か
み
必
要
性
が
あ
れ
ば
県
、

Ｊ
Ａ
含
め
協
議
し
た
い
。

只
見
町
の
予
算
に
物
申
す
！
予
算
特
別
委
員
会
の
主
な

質
疑
応
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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教
育

問
学
習
セ
ン
タ
ー
食

費
が
増
額
し
て
い

る
。
個
人
負
担
は
増
え
る

の
か
。

答
増
え
な
い
。
保
護

者
の
負
担
は
月
4

万
円
の
ま
ま
変
更
な
い
。

総
括
質
疑

問
物
価
高
対
策
全
般

で
、
弱
者
に
対
し

補
助
金
で
の
対
応
が
必
要

で
は
。

答
国
の
給
付
金
を
支

給
し
て
い
る
。
現

時
点
で
扶
助
費
補
助
金
の

見
直
し
検
討
は
し
て
い
な

い
が
、
経
済
対
策
で
は
な

い
補
助
給
付
も
あ
る
。

問
教
員
住
宅
の
除

雪
、
屋
根
除
雪
に

安
全
対
策
を
取
れ
る
の
か
。

答
除
雪
に
不
慣
れ
な

教
員
が
多
い
。
住

宅
で
組
合
を
作
り
、
業
者

委
託
で
対
応
を
。

問
町
内
事
業
者
へ
委

託
し
て
い
る
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
費
は
、

前
年
度
よ
り
上
が
っ
て
い

な
い
。
物
価
高
騰
の
中
、

適
正
な
の
か
。

答
運
行
管
理
費
に
つ

い
て
は
見
直
し
を

行
っ
た
。
委
託
事
業
者
が

赤
字
と
い
う
認
識
は
持
っ

て
い
な
い
が
、
見
積
も
り

段
階
で
丁
寧
に
対
応
し
た

い
。問

昨
年
、
山
開
き
の

下
見
登
山
を
２
名

で
実
施
し
た
。
安
全
対
策

と
し
て
不
十
分
で
は
な
い

か
。
８
名
い
れ
ば
登
山
道

の
整
備
も
可
能
だ
。
日
当

や
人
員
の
再
検
討
を
。

答
観
光
公
社
に
委
託

し
て
い
る
が
、
山

に
登
れ
る
人
が
減
っ
て
い

る
。
再
検
討
し
た
い
。

特
別
会
計

問
医
師
紹
介
手
数
料

は
成
功
報
酬
だ

が
、
見
つ
か
ら
な
い
場
合

は
。答

町
と
県
で
委
託
中

の
事
業
者
。
見
つ

か
っ
た
場
合
に
手
数
料
が

発
生
す
る
。

問
医
師
住
宅
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
雪
で
壊

れ
て
い
る
。
４
棟
は
空
き

家
で
、
落
雪
に
よ
り
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
っ
て

い
る
。
適
切
な
管
理
を
。

答
駐
車
場
の
雪
を
押

す
場
所
が
な
く
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
。単
身
の
医
師
が
多
く
、

一
軒
家
を
希
望
す
る
人
が

い
な
い
。

問
医
師
、
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
師

の
雇
用
体
系
は
。

答
歯
科
医
師
は
一
般

職
の
任
期
付
職

員
。
歯
科
衛
生
士
は
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
。
医
師
は
委
託
契
約
で

あ
る
。
民
間
の
歯
科
も
あ

る
が
、
待
遇
面
を
考
慮
し

た
い
。

問
南
会
津
会
の
経
営

が
厳
し
い
と
聞
い

て
い
る
。
あ
さ
く
さ
ホ
ー

ム
は
希
望
者
が
い
な
い

が
、
待
機
入
所
者
は
い
る

の
か
。

答
こ
ぶ
し
苑
は
在
宅

介
護
、
要
介
護
１

以
上
で
も
入
所
で
き
る
。

待
機
入
所
者
は
い
な
い
。

総
括
質
疑

問
朝
日
診
療
所
の
医

師
が
２
名
に
な
っ

た
場
合
、
診
療
、
医
療
体

制
を
町
民
に
示
す
べ
き
で

は
。答

入
院
再
開
に
は
５

名
必
要
。
4
月
か

ら
は
２
名
体
制
で
、
平
日

日
中
の
外
来
、訪
問
診
療
、

学
校
医
、
施
設
の
担
当
医

が
基
本
。
引
き
続
き
確
保

に
努
め
る
。
町
民
へ
の
説

明
は
医
療
の
現
場
も
含
め

取
り
組
み
た
い
。

問
実
情
に
合
わ
せ
た

医
療
、
介
護
に
関

す
る
総
合
的
な
計
画
を
。

答
医
療
介
護
福
祉
の

在
り
方
検
討
会
を

尊
重
し
、
南
会
津
会
と
協

議
し
な
が
ら
最
善
を
目
指

す
。
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　予算特別委員会に付託された議案は、全て原案のとおり可決しま
した。
　以下の２議案には反対討論があり、一般会計、国民健康保険施設
特別会計（朝日診療所）、介護老人保健施設特別会計（こぶし苑）は意
見を付して可決しました。審査報告書の全文は右QRコードを参照。

一般会計

只見町後期高齢者医療特別会計

賛成10　反対1（菅家忠）

賛成10　反対1（山岸国夫）　

費用対効果の薄い事業の継続、観光ビジョンのない場当たり的な委託業務提案のため反対。

制度そのものに反対。

予算特別委員会のトピックス

入ってくるお金　ベスト４ 出ていくお金　ベスト４
１位　地方交付税� ２6億8千万円
� （4２％）

２位　繰入金� 1２億２千万円
� （19％）

３位　町税� 8億1千万円
� （13％）

４位　町債� ５億9千万円
� （9％）

解説
　地方交付税は、国から入ってくるお金で、
歳入の半分近くもあります。
　繰入金は貯金（基金）を切り崩しているお
金で、町債は、借金をしているお金です。町
税は住民税やタバコ税などの身近で自分たち
で稼いでいるお金です。
　こうみると自分たちが稼いだお金は少ない
のです。

※只見町は貯金と借金のバランスが良いと議
会は評価しています。

１位　負担金・補助金� 1０億円
� （17％）

２位　委託料� 1０億円
� （17％）

３位　償還金� 7億２千万円
� （11％）

４位　繰出金� 6億6千万円
� （1０％）

解説
　負担金・補助金は、会費や誰かを応援（補
助）するお金です。委託金は役場の代わりに
仕事としてお願いするお金です。償還金は借
金の返済に充てるお金で、繰出金は一般会計
から特別会計へお金を移すことです。
　具体的には、診療所やこぶし苑、上下水道
等の「特定の目的のための別のお財布」に引
越しすることです。
　なんにでも使える財布から、限られた事や
人に向けてお金を移すことは、税の公平性か
ら考えると、望ましいものではありません。

予算特別委員会のトピックス

議会中継の様子

予算特別委員会
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課目 増額補正 総額

町道除雪委託料 １億８６８０万円 ３億9６８０万円

雪まつり実行委員会補助金 ２１０万円 ２３１０万円
ただみ・モノとくらしのミュージアム
除雪委託料 ２２０万円 ４95万円

「自然首都・只見」応援基金積立金 ２２３万円 ２２２３万円

●只見駅前複合施設整備事業� ６２７０万円
●薪ボイラー導入推進事業� １億７5４６万円
　湯ら里に薪ボイラーを併設する事業。県補助金（福島県自家消費
型再生可能エネルギー導入支援事業補助金）の交付決定が昨年秋で
あり、工期が年度をまたぐための繰越。令和7年秋頃完成予定。

●副町長　　　　　　目黒　仁也
●監査委員　　　　　吉津　文裕（再任）

●固定資産評価委員　目黒甚一郎
●固定資産評価委員　横田　雅則
●人権擁護委員　　　渡部　早苗

脱炭素へ！湯ら里に薪ボイラー併設

４件５名を同意（敬省略）

繰越明許費

人事案件

　最強最長寒波の到来など、近年まれにみる豪雪の
冬になりました。除雪業務に従事されたみなさん、
お疲れさまでした。

令和６年度内に完了しない見込みの事業を令和７年度に繰越します。

一般会計補正予算
厳しい豪雪！
除雪委託料増額

昼夜問わず、実施された除雪作業
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これまでの経緯
第一次只見町立小学校在り方検討懇談会（平成２9年度）
意見　人口減少が進み将来的に不安はあるものの、各小学校は地域の中で重要な役割を担っているこ

とを確認。
第二次只見町立小学校在り方検討懇談会（令和２年度）
意見　現状維持を望む保護者が８割いること、小学校が地区から無くなるデメリットを考慮し現状維

持とするも、今後の児童数の推移、保護者、町民の声を聴きながら、引き続き検討が必要。
第三次只見町立小学校在り方検討懇談会（令和６年度）
意見　今後更なる児童数の減少を迎えるなか、小学校教育の未来を見据え、児童にとってよりよい教

育環境を整えるために、町内小学校の統合を検討する必要がある。

※報告書全文についてはページ上のＱＲコード参照

「只見小学校改革審議会」の内容
　設置目的は町内小学校の教育環境及び学校における教育の充実のため、町立小学校の在り方等に関
する事項について審議する。
　審議会委員は1５名以内、任期は1年とし有識者のほか町民からも公募する。
審議会へ諮問すること（議会への説明、一般質問答弁を含む）
＊統合へ向け、早ければ年内に結論を出したい。審議会５回予定。
＊朝日小、朝日保育所（認定こども園）施設が老朽化しているため、施設の検討
＊幼・保・小連携型の建物とするか、の検討
＊通学方法の検討
＊統合した後の空き校舎の利用方法など

　今後議会及び町民に細やかな状況説明を求め、条例に賛同した。

　町は平成２9年度より「只見町立小学校在り方検討懇談会」を開催し、小学校の在
り方について検討してきました。そして今回「第三次只見町立小学校在り方検討懇談
会」において「小学校統合を進める方向で検討すべき」との意見が示されました。（令
和７年１月）
　町はこの報告書を受けて「只見町小学校改革審議会」を設置し、統合へ向けて動き
出します。

町内３小学校統合に向けて
只見町小学校改革審議会設置条例を可決 第三次只見町立小学校　

在り方検討懇談会報告書
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　深沢温泉むら湯において、現在は揚湯量が減少し温度も低下していることから町は
新たな源泉掘削を再検討をしている。

●深沢温泉の歴史
平成５年　温泉掘削され、源泉かけ流しの町民が待ち望んだ深沢温泉むら湯ができた。泉質は極めて機械

設備には過酷で、幾度となくポンプやケーシング修繕を繰り返してきた。

●現在までの源泉の状況
　掘削当初毎分1６６ℓ出ていた流量が、毎分
５0ℓ前後となる。1５00メートルあったケーシ
ングパイプが５00メートル辺りで崩落している。
　令和4年に新たに温泉掘削をする考えが示され
たが、掘削に必要な予算が約３億円との説明があ
り、議会へ予算提案まで至らなかった。度重なる
ポンプの故障により臨時休業が強いられ、令和６
年1２月時点では、揚湯量は湯量毎分５８ℓ、温
度は4７度となる。

●掘削事業費の説明
令和７年３月4日
「温泉掘削計画実施計画書の実施内容」より
概算予算（令和4年時点）
　計画書策定� 4６万２千円
　温泉掘削工事一式� ３億５２万円
� 合計３億9８万２千円
　資材等物価高騰により、令和７年度に実施
する際には、約1.３倍上昇し、概算見積額は
約３億91２７万７千円に加え、技術的指導
額等が発生するとの説明があった。

●議会の意見
• 将来負担が見える計画の策定を。
•観光審議会は迅速に行い結論を出すこと
•先延ばしにすればするほど、工事費が増えていくので迅速な対応が必要
•約4億円の費用で新たに掘削しても、揚湯量が回復する確証がない状況での事業執行は、丁半博打と
同じでは。
•只見町にとって源泉に4億円の価値があるのか、出なかった時のリスク管理が必要。

全員協議会

町民の憩いの場 深沢
温泉むら湯源泉掘削を再検討！

ケーシングパイプ
掘った後、崩れないように保護、低水温が

流入しないように挿入する管

当時の深沢温泉掘削の様子
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表
紙
の
　
　
　

　
写
真
に
想
う

町のこと、議会のことについて想いを聞きました。

町民の声町民の声

　
只
見
町
で
現
在
、
青
年

団
活
動
を
し
て
い
る
の

は
、
残
念
な
が
ら
明
和
青

年
団
だ
け
で
す
。

　
明
和
地
区
の
盆
踊
り
や

幼
児
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
町
民
運

動
会
や
公
民
館
ま
つ
り
へ

の
協
力
を
は
じ
め
、
町
駅

伝
大
会
や
雪
ま
つ
り
な
ど

の
参
加
な
ど
、
活
動
内
容

は
多
い
で
す
。

　
最
近
の
悩
み
は
、
団
員

の
減
少
に
よ
り
活
動
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　
今
ま
で
は
40
歳
に
な
っ

た
り
、
結
婚
し
た
ら
退
団

で
し
た
が
、
今
は
地
域
全

体
、
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
の
方
々

の
応
援
や
、
只
見
町
内
有

志
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら

存
続
し
て
い
る
と
思
い
、

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
只
見

継
続
は
力
な
り

３
地
区
の
役
割
分
担
を

　
仙
台
で
27
年
生
活
し
た

の
ち
、
只
見
町
に
帰
っ
て

4
年
た
ち
ま
し
た
。
町
の

仕
事
に
も
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
只
見
町
は
相
変
わ
ら

ず
雪
も
多
く
大
変
で
す

が
、
同
級
生
た
ち
や
町
民

の
方
々
の
お
か
げ
で
、
日

常
生
活
は
ほ
と
ん
ど
不
便

無
く
生
活
で
き
て
安
心
し

て
い
ま
す
。

　
で
す
が
3
地
区
が
1
つ

の
町
で
あ
る
割
に
、
ま
だ

地
区
間
の
隔
た
り
を
感
じ

ま
す
。
な
の
で
せ
っ
か
く

の
3
地
区
か
ら
な
る
町
な

の
で
、
個
人
の
感
情
や
感

想
は
ぬ
き
に
わ
か
り
や
す

く
役
割
分
担
し
た
地
域
に

分
け
て
考
え
て
町
作
り
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を

利
用
す
る
方
々
の
現
実
的

な
目
線
で
考
え
た
ほ
う
が

将
来
的
に
も
生
活
し
や
す

町
で
も
同
様
で
、
明
和
青

年
団
の
活
動
や
存
続
も
危

う
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
止
め
る
の
は
簡
単
な
ん

で
す
。
し
か
し
、
地
区
で

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
な
く

な
っ
た
ら
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

消
え
、
活
気
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
れ
だ
け
は

避
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
明
和
青
年
団
の

活
動
に
、
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
児
島
達
志　
39
才
）

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
具
体
案
と
し
て
は
、
産

業
地
区
、
教
育
や
施
設
的

な
地
区
、
観
光
や
情
報
の

地
区
と
し
て
役
割
分
担
で

き
れ
ば
、
他
県
や
他
の
町

村
か
ら
見
た
と
き
に
移
住

し
や
す
い
町
と
し
て
み
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
八
十
里
越
開
通
に

伴
い
注
目
さ
れ
る
町
に
こ

れ
か
ら
な
る
未
来
も
想
像

で
き
る
の
で
、
期
待
の
持

て
る
町
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
協
力

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

（
50
代
男
性
）

　
令
和
７
年
３
月
21
日
に

只
見
小
学
校
の
６
年
生
３

名
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
表
紙
写
真
は

在
校
生
に
見
送
ら
れ
る
卒

業
生
の
１
コ
マ
で
す
。

　
左
の
写
真
は
お
父
さ
ん

と
一
緒
に
撮
影
を
依
頼
し

ま
し
た
。
肩
に
触
れ
て
恥

ず
か
し
が
る
子
ど
も
た
ち

と
は
対
照
的
に
大
き
く
な

っ
た
我
が
子
に
成
長
を
感

じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

只
見
小
学
校　
　

卒
業
証
書
授
与
式
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総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

◦
医
療
体
制
・
買
い
物
支
援
・

小
学
校
の
在
り
方

最
重
要
課
題
と
し
て
調
査
を
進
め
る
‼

◦
幼
児
教
育
の
基
盤
と
し
て

「
ぶ
な
の
も
り
こ
ど
も
園
」４
月
開
園
‼

　
朝
日
診
療
所
の
常
勤
医

師
の
確
保
と
運
営
体
制
、

移
動
販
売
車
の
休
止
に
よ

る
買
い
物
支
援
対
策
、
今

後
の
小
学
校
統
合
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
多
く
の
町

　
只
見
町
の
幼
児
教
育
、

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し

て
朝
日
保
育
所
が
４
月
に

開
所
と
な
り
、
只
見
町
の

保
育
、
幼
児
教
育
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。
只

見
、
明
和
保
育
所
の
３
歳

未
満
児
の
保
育
も
含
め
て

安
心
、
安
全
な
運
営
が
望

ま
れ
、
今
後
も
子
供
た
ち

◦
駅
前
複
合
施
設
の
今
後
に
課
題

◦
布
沢
区
か
ら
陳
情
２
件

・
示
さ
れ
た
五
つ
の
拠
点

＊
観
光
情
報
発
信
・
誘
客

促
進
＝
観
光
案
内
所

＊
持
続
可
能
な
地
域
振
興

＝
お
土
産
・
物
産
販
売

所
・
飲
食
ス
ペ
ー
ス

＊
子
育
て
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
交
流
＝
子
育
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

・
冬
期
孤
立
住
宅
解
消
事

業
に
関
す
る
陳
情

　
陳
情
箇
所
に
お
い
て
現

行
制
度
（
克
雪
対
策
事
業

補
助
金
）
で
は
個
人
負
担

額
が
多
く
実
現
性
が
見
込

め
な
い
。
そ
の
た
め
、
町

当
局
に
道
路
改
良
工
事
と

し
た
場
合
の
試
算
を
依
頼

中
で
あ
る
。
審
議
の
参
考

に
し
た
い
と
考
え
継
続
審

民
か
ら
の
意
見
、
要
望
を

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
医

療
、教
育
、福
祉
分
野
は
、

町
民
生
活
と
密
接
に
関
わ

る
こ
と
で
あ
り
、
総
務
常

任
委
員
会
の
所
管
事
務
調

の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、
良
好
な
運
営
体
制
と

な
る
よ
う
、
調
査
を
継
続

し
て
い
く
。

査
の
最
重
要
課
題
と
し
て

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

＊
町
民
生
活
の
支
援
＝
食

料
品
・
日
用
品
・
薬
販

売
＊
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
拠
点
＝
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
拠
点
・
集
客
施
設

査
と
し
た
。

・
農
業
用
施
設
改
修
事
業

　
町
が
令
和
５
年
に
補
助

金
を
支
出
し
た
が
、
工
事

が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め

陳
情
が
提
出
さ
れ
た
。
補

助
金
の
支
出
方
法
が
適
切

で
あ
っ
た
か
な
ど
、
町
の

対
応
に
つ
い
て
も
審
査
し

て
お
り
継
続
審
査
と
し
た
。

　
運
営
母
体
、
モ
ン
ベ
ル

シ
ョ
ッ
プ
の
必
要
性
、
施

設
建
設
後
の
雪
ま
つ
り
の

在
り
方
、
役
場
庁
舎
、
除

雪
体
制
等
の
課
題
が
あ
り

今
後
も
慎
重
な
審
議
が
必

要
。
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南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

◦
統
合
さ
れ
る

組
合
議
会
進
捗
状
況

　
消
防
出
張
所
・
分
遣
所

庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
改

定（
案
）に
つ
い
て
、只
見・

伊
南
・
下
郷
の
各
出
張
所

の
施
設
別
整
備
工
程（
案
）

が
示
さ
れ
、
只
見
・
伊
南

の
消
防
出
張
所
庁
舎
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
。

　
広
域
組
合
と
環
境
衛
生

組
合
統
合
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
令
和
７
年
４
月

開
庁
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
組
織
体
系
、
人
事
配

置
計
画（
案
）の
説
明
が
あ

り
、
組
織
体
系
は
、
環
境

衛
生
組
合
の
環
境
衛
生
課

（
継
続
）を
そ
の
ま
ま
引
き

継
ぎ
総
務
課（
新
設
）を
設

置
す
る
。

　
議
会
広
報
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
結
果
、「
紙
面
に
町
民

の
顔
が
少
な
い
」
と
の
指

摘
を
受
け
て
い
た
。
町
民

の
顔
が
見
え
る
広
報
誌
を

作
成
し
て
い
る
議
会
で
、

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
先
進
地
視
察
を
お
こ

　
議
会
だ
よ
り
の
課
題
と

し
て
、
見
出
し
、
デ
ザ
イ

ン
の
弱
さ
、
校
正
の
正
確

さ
、
マ
ン
ネ
リ
化
、
町
民

の
顔
が
少
な
い
が
あ
り
、

改
善
に
は
外
部
の
専
門
家

が
必
要
で
あ
り
、
研
修
を

行
っ
た
。

　
研
修
後
、「
紙
面
に
町
民

の
顔
が
見
え
な
い
の
は
、

議
会
・
委
員
会
の
活
動
が

不
足
し
て
い
る
」「
何
を
載

な
っ
た
。

　
研
修
後
、
委
員
会
で
議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
目
的

を
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ず
は
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度

の
創
立
が
委
員
会
と
し
て

適
切
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

制
度
の
目
的
は
「
町
民
が

関
心
を
寄
せ
る
議
会
に
な

せ
る
か
で
は
な
く
、
何
を

削
る
か
」「
掲
載
す
る
も
の

を
決
め
た
ら
、
ど
う
見
せ

る
か
」
を
学
ん
だ
。

　
今
後
は
、
編
集
方
針
を

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◦
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
先
進
地
視
察

◦
議
会
だ
よ
り
編
集
研
修

議
会
運
営
委
員
会

る
た
め
」「
町
民
に
読
ん
で

も
ら
う
広
報
誌
に
す
る
た

め
」
と
決
定
し
た
。

　
今
後
は
、
広
報
モ
ニ
タ

ー
制
度
設
置
要
綱（
案
）を

つ
く
り
、
然
る
べ
き
議
論

の
場
に
移
し
て
い
く
。

明
確
に
し
た
要
綱
を
ま
と

め
、
編
集
会
議
で
は
「
ど

う
見
せ
る
か
」
ま
で
議
論

す
る
こ
と
と
し
た
。

12
月
1８
日

12
月
会
議
追
加
議
案
等

・
財
産
の
取
得
等

１
月
22
日
～
23
日

柳
津
町
議
会
・
金
山
町

議
会
視
察
研
修

・
議
員
な
り
手
不
足
と

対
策

・
議
員
定
数

・
議
員
報
酬

・
委
員
会
活
動

１
月
27
日

１
月
会
議
の
開
催

・
只
見
町
定
住
等
促
進

住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
小

林
住
宅
）

・
請
願
・
陳
情
等

２
月
27
日

３
月
会
議
の
開
催

・
請
願
・
陳
情

・
只
見
町
議
会
会
議
規

則
の
改
正
等

　
統
合
に
よ
り
定
数
が
増

え
、
佐
藤
孝
義
議
長
、
山

岸
国
夫
議
員
、
目
黒
道
人

議
員
の
3
名
体
制
と
な
っ

た
。
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町
を
想
い
11
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　2名が一緒の録画動画になって

います。

■ 小沼　信孝　……………………14
町長が考える複合施設とは

■ 矢沢　明伸　……………………15
医療・生活支援から安心なまちづくりを

■ 菅家　　忠　……………………16
只見駅前複合施設は誰のためか

■ ⻆田　　誠　……………………17
駅前再開発の進捗状況は

■ 平山真恵美　……………………18
こどもまんなか社会の在り方とは

■ 酒井　右一　……………………19
今後の朝日診療所の医療体制は

■ 中野　大德　……………………20
小学校統合の具体的計画は

■ 鈴木　好行　……………………21
小学校統合をどう考えるか

■ 山岸　国夫　……………………22
災害時の孤立集落対策は

■ 目黒　道人　……………………23
宴会食べ残しゼロ条例化を

■ 齋藤　　猛　……………………24
今後の深沢温泉の整備計画は13



小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

町長が考える
複合施設とは
� 答 町民生活支援が重要な施設

問
複
合
施
設
に
取
り

入
れ
よ
う
と
考
え

る
拠
点
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
考
え
進
め
て
い
く
の

か
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
「
観
光
情
報
発
信・

誘
客
促
進
」「
町
民

生
活
の
支
援
（
＋
α
の
機

能
）」「
子
育
て
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
流
」「
持
続
可
能

な
地
域
振
興
」「
ア
ウ
ト
ド

ア
フ
ィ
ー
ル
ド
拠
点
」
中

で
も
町
民
生
活
の
支
援
機

能
の
部
分
が
こ
の
施
設
に

お
け
る
重
要
な
機
能
で
あ

り
、
将
来
に
向
け
た
施
設

の
根
源
と
考
え
、
事
業
者

の
精
査
を
行
い
、
内
容
が

決
ま
り
次
第
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
し
た
い
。

問
毎
日
の
買
い
物
に

支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
食
生
活
に
関
わ
る

重
要
な
問
題
、
町
と
し
て

「
町
民
生
活
の
支
援
」を
ど

の
よ
う
に
支
援
す
る
か
。

答
毎
日
の
買
い
物
は

食
生
活
に
関
わ
る

重
要
な
問
題
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
新
た
な
支
援
策

と
し
て
、
商
店
へ
注
文
し

た
品
物
を
届
け
る
宅
配
事

業
を
考
え
、
関
係
者
と
実

施
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

問
買
い
物
は
毎
日
の

こ
と
だ
。
移
動
販

売
車
な
ど
、
宅
配
事
業
を

施
設
完
成
ま
で
待
っ
て
い

ら
れ
な
い
。
す
ぐ
に
で
も

出
来
な
い
も
の
か
。

答
移
動
販
売
車
に
つ

い
て
は
現
在
検
討

中
だ
が
、
商
品
宅
配
は
今

年
上
半
期
に
も
始
め
た
い
。

問
移
動
販
売
車
、
商

品
宅
配
事
業
も
今

で
は
民
間
事
業
者
で
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
町
が

関
わ
り
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
商
品
宅
配
は
そ
う

し
た
い
。

問
複
合
施
設
が
完
成

し
た
ら
現
在
の
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
建
物
を
町
長
は
取

り
壊
す
と
の
考
え
だ
が
、

多
額
の
お
金
を
掛
け
建
設

し
た
も
の
だ
。
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
施
設
は
残
し
、

複
合
施
設
は
新
た
な
建
物

施
設
だ
け
で
な
く
全
体
で

考
え
る
考
え
は
無
い
か
。

答
そ
う
し
た
考
え
も

あ
る
と
思
う
の
で

考
え
た
い
。

問
最
後
に
確
認
だ

が
、
注
文
し
た
品

物
を
届
け
る
宅
配
事
業
は

今
年
の
上
半
期
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
一
日
で
も
早
い

方
が
良
い
。
い
つ
頃
か
ら

動
き
だ
す
の
か
。

早期実現して欲しい！

答
夏
頃
か
ら
や
っ
て

い
き
た
い
。

14



矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

問
医
療
は
安
心
し
て

生
活
す
る
生
活
基

盤
と
し
て
必
須
条
件
で
あ

り
、
町
民
が
不
安
を
持
た

れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

特
に
只
見
町
は
、
田
島
、

若
松
へ
１
～
２
時
間
以
上

か
か
る
遠
隔
地
と
し
て
必

要
な
医
療
体
制
を
整
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。　

医
療
・
生
活
支
援
か
ら

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

�

答
生
活
基
盤
の
整
備
は
早
急
に

�

取
り
組
む
　
　
　
　
　
　
　

答
安
心
に
生
活
す
る

生
活
基
盤
の
整
備

は
早
急
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
医
療
体
制
は
、

昨
年
11
月
か
ら
常
勤
医
師

１
名
に
着
任
い
た
だ
き
、

４
月
か
ら
も
県
か
ら
の
応

援
医
師
を
派
遣
い
た
だ
く

が
、
複
数
の
常
勤
医
師
に

危ない……！！　倒木の危険個所　町内には多い

よ
る
総
合
的
な
医
療
の
提

供
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
常
勤
医
師
の
確

保
に
努
め
、
早
急
に
只
見

町
の
医
療
の
在
り
方
等
方

針
に
つ
い
て
具
体
的
目
標

を
定
め
て
い
き
た
い
。

問
買
い
物
等
は
移
動

販
売
の
休
止
も
あ

り
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
が

多
い
。
地
域
的
に
も
明
和

地
区
は
そ
の
影
響
が
大
き

い
。
医
療
、
生
活
支
援
、

イ
ン
フ
ラ
網
な
ど
生
活
に

直
結
す
る
も
の
、
町
と
し

て
具
体
的
な
現
状
把
握
、

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必

要
で
な
い
か
。

答
町
民
生
活
に
直
結

す
る
大
切
な
事
柄

ば
か
り
で
あ
り
、
町
民
へ

の
発
信
。
具
体
的
な
行
動

へ
直
結
す
る
こ
と
を
加
速

し
、
町
民
が
安
心
し
て
生

活
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

問
町
内
に
は
倒
木
、

危
険
と
な
る
樹
木

が
多
く
あ
る
。
以
前
倒
木

で
長
時
間
の
停
電
と
な
っ

た
集
落
も
あ
り
、
通
行
車

両
に
も
危
険
な
箇
所
が
あ

る
。
道
路
や
電
線
等
は
県

や
事
業
者
の
管
轄
で
あ
る

が
、
町
民
の
安
全
、
安
心

の
た
め
県
、
事
業
者
と
連

携
し
対
応
で
き
な
い
か
。

答
電
線
電
話
等
に
つ

い
て
は
協
定
を
結

び
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

道
路
沿
い
の
危
険
木
伐
採

事
業
と
し
て
杉
沢
地
内
の

国
道
沿
い
に
あ
る
危
険
木

伐
採
を
予
定
し
て
い
る
。

問
国
で
も
倒
木
に
よ

る
災
害
を
防
ぐ
た

め
事
前
伐
採
の
取
組
の
推

進
方
策
を
示
し
、
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用
も
例
示

危険木の事前伐採で
停電等の未然防止を
� 答 事業者と相互連携し、未然防止に
� 努めていく　　　　　　　　　　

し
て
い
る
。
町
で
も
町
民

の
生
活
を
支
え
る
電
気
・

電
話
線
等
を
事
業
者
と
災

害
を
未
然
に
防
ぐ
計
画
を

策
定
し
取
り
組
ま
れ
た
い
。

答
東
北
電
力
等
と
も

連
携
し
て
い
る
の

で
、
森
林
環
境
譲
与
税
、

森
林
環
境
交
付
金
を
活
用

し
、
危
険
木
伐
採
等
考
え

を
め
ぐ
ら
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
今
の
基
本
構
想
・

計
画
に
反
対
の
立

場
か
ら
質
問
を
す
る
。
機

能
と
い
う
方
法
か
ら
考
え

て
い
る
の
で
目
的
が
置
い

て
い
か
れ
て
い
る
。
大
切

な
の
は
箱
で
は
な
く
「
価

値
」
で
あ
る
。
誰
に
ど
う

い
う
価
値
を
提
供
し
た
い

の
か
。

答
町
民
の
暮
ら
し
に

資
す
る
こ
と
で
あ

り
、
買
い
物
支
援
や
子
育

て
支
援
等
で
あ
る
。

問
「
こ
う
い
う
も
の

が
あ
っ
た
ら
良
い

よ
ね
」
の
段
階
の
構
想
を

「
ど
う
や
っ
て
実
現
す
る

只見駅前複合施設は
誰のためか
� 答 町民の顔が見えるように進める

の
か
」
を
示
し
た
も
の
が

計
画
で
あ
る
。
今
の
計
画

は
「
こ
う
い
う
物
が
欲
し

い
」
の
記
載
し
か
な
い
の

で
夢
物
語
に
し
か
見
え
な

い
。答

実
現
で
き
る
よ
う

に
事
業
者
と
協
議

を
重
ね
た
い
。
更
に
実
行

計
画
の
よ
う
な
も
の
で
示

し
た
い
。

問
町
の
諸
課
題
を
解

決
で
き
る
一
体
的

な
施
設
整
備
を
目
指
す
の

で
あ
れ
ば
、
今
後
の
町
内

全
体
で
の
公
共
施
設
の
利

活
用
計
画
も
必
要
で
は
。

答
誰
の
た
め
の
計
画

か
目
的
に
沿
っ
た

形
で
町
民
の
皆
様
に
考
え

を
示
し
て
い
き
た
い
。

問
私
は
14
億
円
使
え

る
の
で
あ
れ
ば
、

方
向
性
が
あ
る
程
度
見
え

て
き
た
保
育
所
・
小
学
校

の
一
体
的
な
施
設
の
準
備

が
先
だ
と
考
え
る
。
駅
前

複
合
施
設
は
、「
町
民
の

福
祉
の
増
進
」
と
「
経
済

合
理
性
」
の
相
反
す
る
も

の
を
両
立
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
難
易
度
が
非
常

に
高
い
。

　
私
は
子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
投
資
し
た
い
。
そ
れ

が「
今
の
子
ど
も
た
ち
が
、

子
育
て
で
き
る
町
」
に
す

る
た
め
に
必
要
な
政
策
だ

と
考
え
る
。

答
質
問
の
趣
旨
は
、

考
え
方
の
手
順
を

踏
み
、
町
民
が
置
い
て
け

ぼ
り
に
な
ら
な
い
説
明
、

具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必

要
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
従
来
、
行
政
が
や
ら
な

く
て
も
良
い
こ
と
も
一
緒

に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
時

代
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

そ
の
線
引
き
は
非
常
に
難

し
い
と
感
じ
て
お
り
、
そ

の
線
を
引
く
議
論
の
過
程

も
重
要
で
あ
る
。
根
拠
の

な
い
中
で
勝
負
は
で
き
な

い
が
、
可
能
性
を
高
め
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。
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⻆
つの

田
だ

　誠
まこと

議員

問
駅
前
複
合
施
設
の

立
地
場
所
は
い
つ

ま
で
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
。

答
機
能
が
決
ま
り
次

第
、計
画
を
示
し
、

町
民
の
理
解
と
協
力
を
得

た
い
。

問
機
能
が
決
ま
っ
て

か
ら
と
あ
る
が
、

５
つ
の
拠
点
が
機
能
で
は

な
い
の
か
。
決
ま
っ
て
い

駅
前
再
開
発
の

進
捗
状
況
は

�

答
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く

な
い
の
は
運
営
者
と
町
の

覚
悟
で
は
。

答
運
営
者
は
町
内
か

ら
選
定
し
た
い
。

機
能
は
早
期
に
示
し
た
い
。

問
道
の
駅
機
能
だ
け

で
は
な
く
、
町
の

諸
課
題
を
解
決
す
る
一
体

的
な
施
設
整
備
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
立
地
場
所

や
レ
イ
ア
ウ
ト
は
既
に
示

す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
。

答
今
年
度
中
に
は
運

営
者
を
決
定
し
、

共
に
検
討
し
た
い
。

問
旧
庁
舎
解
体
か
ら

６
年
が
経
過
し
た

が
、
分
庁
化
は
暫
定
的
と

は
言
え
な
い
状
況
だ
。
い

つ
ま
で
暫
定
的
な
の
か
。

答
分
庁
化
は
あ
く
ま

で
暫
定
的
で
あ
り
、

今
後
は
分
散
し
て
い
る
役

場
庁
舎
機
能
の
集
約
を
検

討
し
て
い
く
。
い
つ
ま
で

に
と
今
は
返
答
で
き
な
い
。

問
只
見
町
役
場
の
位

置
を
定
め
る
条
例

が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
庁
舎

建
設
に
移
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
条
例
や
自
治
法
の

改
正
は
、
議
会
で

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
や

慎
重
審
議
が
必
要
で
あ

る
。
現
状
が
長
く
続
く
こ

と
は
良
く
な
い
の
で
努
力

を
重
ね
た
い
。

問
複
数
の
施
設
を
合

わ
せ
て
複
合
施
設

だ
と
考
え
る
が
、
役
場
庁

舎
と
連
結
や
併
設
で
あ
れ

ば
、
町
民
の
利
便
性
や
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
防
災
拠

点
と
し
て
も
活
用
で
き
る

の
で
は
。

答
現
状
で
検
討
し
た

経
過
は
な
い
が
、

役
場
は
単
体
で
の
建
設
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

問
令
和
７
年
４
月
よ

り
只
見
駅
が
無
人

化
と
な
り
、
券
売
委
託
先

は
調
整
中
だ
と
聞
い
て
い

る
。
決
定
し
た
の
か
。

答
観
光
公
社
に
委
託

し
、
只
見
駅
利
用

者
の
利
便
性
向
上
や
観
光

案
内
強
化
を
図
る
。

問
只
見
駅
は
建
屋
自

体
が
現
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
い
な
い
と
感

じ
る
。
駅
の
建
て
替
え
や

リ
フ
ォ
ー
ム
で
利
便
性
を

高
め
、
さ
ら
な
る
観
光
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
べ

き
だ
が
。

答
只
見
駅
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
管
理
。
譲

渡
可
能
な
敷
地
で
は
十
分

な
面
積
が
確
保
で
き
ず
断

念
し
た
が
、
今
後
も
協
議

を
重
ね
た
い
。

分庁化はいつまでか。
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平
ひら

山
やま

真
ま

恵
え

美
み

議員

問
第
３
期
子
ど
も
子

育
て
支
援
計
画
策

定
に
お
い
て
、
強
化
・
改

善
し
た
点
は
ど
こ
か
。

答
保
護
者
の
就
労
環

境
の
多
様
化
に
対

応
し
た
柔
軟
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
や
包
括
的
支
援
を
重

視
し
、
子
育
て
相
談
体
制

を
充
実
。
こ
ど
も
園
で
の

質
の
高
い
幼
児
教
育
・
保

育
を
推
進
す
る
。

問
計
画
推
進
の
た
め

の
体
制
整
備
と
関

係
機
関
の
連
携
は
ど
の
よ

う
に
す
る
か
。

こどもまんなか社会の
在り方とは
� 答 子どもの声を生かす町づくりを推進

子
育
て
応
援
が
見
え
る
地
域
と
は

�

答
官
民
協
働
で
実
効
性
あ
る
支
援
体
制
を
構
築

問
少
子
化
を
乗
り
越

え
る
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
子
育
て
支
援

強
化
策
は
。

答
仕
事
と
育
児
の
両

立
支
援
に
お
い
て
、

答
庁
内
お
よ
び
専
門

機
関
の
連
携
を
強

化
し
、
相
談
窓
口
を
一
本

化
す
る
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
母
子

保
健
か
ら
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
を
実
現
す
る
。

問
子
ど
も
の
意
見
の

重
要
性
を
ど
う
捉

え
、
ど
の
よ
う
に
参
加
を

促
す
の
か
。

答
子
ど
も
を
社
会
の

一
員
と
捉
え
、
意

見
を
尊
重
す
る
こ
と
が
社

会
参
画
の
第
一
歩
。
子
ど

も
が
積
極
的
に
発
言
し
、

具
体
的
な
形
に
で
き
る
環

境
を
整
え
る
。

認
定
こ
ど
も
園
の
役
割
は

大
き
い
。
保
護
者
に
寄
り

添
い
、
子
育
て
を
楽
し
め

る
環
境
を
整
え
、
地
域
全

体
で
子
育
て
を
応
援
す
る

意
識
を
醸
成
す
る
。

問
地
域
全
体
で
子
育

て
支
援
体
制
を
築

く
行
政
と
住
民
の
役
割
分

担
は
。

答
行
政
は
子
育
て
支

援
制
度
の
整
備
・

支
援
策
を
実
施
し
、
地
域

は
「
第
三
の
居
場
所
」
と

し
て
見
守
り
や
子
育
て
支

援
を
担
う
。
今
後
も
行
政

と
地
域
が
協
働
し
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
。

問
地
域
の
子
育
て
支

援
力
を
高
め
る
人

材
育
成
は
。

答
保
育
や
子
育
て
支

援
事
業
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
増
や
す
た
め
、

地
域
人
材
の
確
保
と
子
育

て
支
援
員
の
育
成
に
力
を

入
れ
る
。

子育て支援の充実を。
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

問
働
き
方
改
革
以

降
、
今
は
所
長
医

師
は
お
ら
れ
る
も
の
の
、

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が

出
来
な
い
、
入
院
も
で
き

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
亡
く
な
る
患
者
の

看
取
り
も
で
き
な
い
。

　
更
に
看
護
師
な
ど
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
退
職
も
あ
り
、

只
見
町
の
医
療
は
危
機
に

瀕
し
て
い
る
。

　
医
師
確
保
の
困
難
、
看

護
師
の
退
職
な
ど
朝
日
診

療
所
の
存
亡
に
直
面
し
、

町
民
に
は
非
常
な
危
機
感

と
絶
望
に
近
い
感
覚
が
あ

る
。こ
の
事
態
を
回
避
し
、

医
療
体
制
を
元
に
戻
す
た

め
に
町
長
自
ら
最
優
先
と

し
て
何
を
為
す
べ
き
か
問

う
。

今
後
の
朝
日
診
療
所
の

医
療
体
制
は

�
答
引
き
続
き
医
師
確
保
に
努
力
し
て
い
く

答
ま
ず
医
師
の
確
保

だ
。
福
島
県
立
医

科
大
学
や
他
の
医
療
機
関

の
協
力
も
求
め
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

問
現
状
を
追
認
し
、

診
療
所
の
医
療
を

縮
小
す
る
考
え
な
の
か
。

答
以
前
の
よ
う
な
体

制
は
理
想
だ
が
、

常
勤
医
師
を
確
保
で
き
な

け
れ
ば
以
前
の
よ
う
に
戻

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
現

状
を
追
認
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
引
き
続
き
医

師
確
保
に
努
力
し
て
い
く
。

問
朝
日
診
療
所
は
ど

う
在
る
べ
き
か
、

首
長
と
し
て
将
来
の
運
営

方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

答
今
年
度
開
催
し
た

医
療
・
介
護
・
福

祉
在
り
方
検
討
会
の
報
告

を
踏
ま
え
、
第
一
次
朝
日

診
療
所
基
本
計
画
の
見
直

し
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

安心した医療体制の拡充を。
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中
なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

小学校統合の
具体的計画は
� 答 スピード感を持って検討していく

問
本
年
1
月
2８
日
付

け
に
て
「
第
三
次

只
見
町
立
小
学
校
の
在
り

方
検
討
懇
談
会
報
告
書
」

が
只
見
町
立
小
学
校
の
在

り
方
検
討
会
よ
り
示
さ
れ

た
。報
告
書
に
は
、「
小
学

校
統
合
を
進
め
る
方
向
で

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

発
展
的
な
小
学
校
統
合
に

向
け
た
具
体
的
な
計
画
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
が
計
画
は
。

答
意
見
を
重
く
受
け

と
め
町
の
将
来
を

見
据
え
た
教
育
環
境
の
充

実
を
目
指
し
慎
重
に
検
討

を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
進
め
方
に
つ
い
て
小

学
校
の
統
合
は
子
供
た
ち

や
保
護
者
を
は
じ
め
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め

広
く
町
民
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
最
善
の
方
策
を
見

つ
け
て
行
く
。
今
議
会
に

お
い
て
「
小
学
校
改
革
審

議
会
設
置
条
例
」
を
提
案

し
た
。
こ
の
審
議
会
で
統

合
の
必
要
性
や
効
果
、
課

題
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
し
て
行
き
た
い
と
考
え

る
。
統
合
に
あ
た
っ
て
は

学
習
環
境
の
向
上
、
通
学

の
安
全
確
保
、
さ
ら
に
は

校
舎
の
再
利
用
な
ど
多
く

の
課
題
を
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
審
議
会

で
は
統
合
の
進
め
方
や
校

舎
の
整
備
計
画
、
教
育
内

容
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
検
討
し

て
い
く
の
で
理
解
と
協
力

を
お
願
い
す
る
。

問
小
学
校
統
合
の
問

題
は
公
共
施
設
の

再
配
置
と
絡
ん
で
く
る
。

役
場
の
暫
定
移
転
の
質
問

も
昨
日
あ
っ
た
。
今
だ
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
も
示
せ

な
い
ま
ま
で
あ
り
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
取
り
組
む
。

具
体
化
の
検
討
が
進
め
ば

公
共
施
設
の
再
配
置
に
当

然
絡
ん
で
く
る
。
そ
の
校

舎
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て

い
く
の
か
も
並
行
し
て
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
小
学
校
の
統
合
の

あ
り
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
公

共
施
設
の
再
配
置
に
及
ん

で
く
る
と
言
う
こ
と
は
私

自
身
も
認
識
し
て
お
り
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
努
力
し
て
行

く
。

小学校の統合は。
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鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

問
７
年
度
よ
り
認
定

こ
ど
も
園
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
認
定
こ
ど
も
園
と
中

学
校
は
３
地
区
の
子
供
が

一
緒
に
な
り
、
小
学
校
だ

け
別
々
の
地
区
に
通
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
「
第
三

次
只
見
町
立
小
学
校
の
在

り
方
検
討
会
」に
お
い
て
、

「
小
学
校
統
合
を
進
め
る

方
向
で
」
と
の
意
見
が
提

言
さ
れ
た
。
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

駅前複合施設
関心が低い理由は
� 答 施設詳細の説明ができていない

小
学
校
統
合
を
ど
う
考
え
る
か

�
答
「
只
見
小
学
校
改
革
審
議
会
」
を
設
置
し
、
検
討

答
検
討
会
の
意
見
を

重
く
受
け
止
め
、

「
只
見
小
学
校
改
革
審
議

会
」
を
設
置
し
、
最
善
な

小
学
校
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。

問
「
只
見
小
学
校
改

革
審
議
会
」
は
統

合
を
前
提
と
し
た
審
議
会

か
。答

統
合
を
前
提
と
し

て
、
諮
問
す
る
。

問
児
童
数
の
減
少
、

朝
日
小
学
校
と
朝

日
保
育
所
の
施
設
の
老
朽

化
な
ど
を
考
慮
し
、
急
ぎ

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
八
十
里
越
え
開
通

に
向
け
、
駅
前
複

合
施
設
を
計
画
し
て
い
る

が
、
町
民
、
町
内
業
者
の

関
心
が
薄
い
現
状
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

子供のための施設整備を

答
幼
少
保
連
携
型
の

建
物
と
す
る
か
、

空
き
家
と
な
る
建
物
の
活

用
方
法
、
通
学
方
法
等
、

様
々
な
分
野
で
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

課
題
も
含
め
て
諮
問
し
た

い
。

問
朝
日
地
区
、
明
和

地
区
の
子
供
は
全

員
が
認
定
こ
ど
も
園
に
通

園
す
る
と
聞
い
た
。
只
見

地
区
の
子
供
に
対
す
る
考

え
方
は
。

答
今
年
度
は
定
員
の

関
係
で
対
応
は
難

し
い
が
、
令
和
８
年
度
か

ら
保
護
者
の
希
望
に
沿
い

た
い
。

答
町
内
事
業
者
に
お

い
て
は
事
業
継
承

な
ど
を
優
先
す
る
問
題
を

抱
え
て
い
る
現
状
と
、
町

民
に
対
し
て
の
詳
細
説
明

が
出
来
て
い
な
い
こ
と
が

要
因
と
考
え
る
。
ま
と
ま

っ
た
段
階
で
示
し
た
い
。

問
只
見
ら
し
い
山
の

幸
や
キ
ノ
コ
類
、

木
工
品
等
の
提
供
が
で
き

る
体
制
に
な
い
。
ど
う
捉

え
る
か
。

答
現
在
は
採
取
す
る

人
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
生
産
で

き
る
人
が
限
ら
れ
て
い
る
、

な
ど
の
理
由
で
厳
し
い
状

態
だ
。
複
合
施
設
で
の
販

売
で
、
新
た
に
取
組
む
人

の
出
現
を
期
待
す
る
。
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山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

問
福
島
県
は
、
災
害

時
に
孤
立
す
る
恐

れ
の
あ
る
集
落
数
の
調
査

結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の

調
査
で
、
只
見
町
内
の
集

落
は
16
カ
所
と
し
て
い
る
。

町
内
の
集
落
名
と
只
見
町

の
対
応
を
問
う
。

答
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
で
多
数
の

孤
立
集
落
が
発
生
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
福
島
県
に

お
け
る
自
然
災
害
に
よ
る

孤
立
集
落
対
策
の
検
討
の

た
め
実
施
さ
れ
た
。町
は
、

平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福

島
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、

孤
立
の
定
義
等
に
よ
り
孤

立
の
恐
れ
の
あ
る
16
か
所

災害時の
孤立集落対策は
� 答 生命・安全の確保を図り生活再建を

問
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
の
対
応
で
、

近
年
増
加
し
て
い
る
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
が
拡
大

し
て
い
る
。
未
然
に
防
止

す
る
た
め
の
対
応
策
を
求

め
る
。

答
被
害
防
止
対
策

は
、
侵
入
防
止
の

た
め
の
電
気
柵
の
設
置

と
、
緩
衝
帯
整
備
が
有
効

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

集
落
ぐ
る
み
で
実
施
さ
れ

る
電
気
柵
の
設
置
費
用
に

対
し
て
、
上
限
70
万
円
を

全
額
補
助
す
る
な
ど
支
援

し
て
い
る
。
緩
衝
帯
整
備

は
、
集
落
に
お
い
て
、
県

の
里
山
林
整
備
事
業
補
助

金
を
活
用
し
、
被
害
防
止

に
努
め
る
。

集
落
を
抽
出
し
た
。塩
沢
、

十
島
、
寄
岩
、
蒲
生
、
八

木
沢
、叶
津
、入
叶
津
、黒

沢
、
小
川
、
荒
島
、
熊
倉
、

亀
岡
、
黒
谷
入
、
布
沢
、

坂
田
、
塩
ノ
岐
で
あ
る
。

　
災
害
時
の
対
応
は
、
生

命
・
安
全
の
確
保
を
図
り
、

生
活
の
安
定
、
回
復
、
再

建
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

平
成
23
年
の
豪
雨
災
害
の

経
験
を
踏
ま
え
、
河
川
改

修
や
治
山
事
業
の
要
望
を

継
続
す
る
。

問
町
の
災
害
時
の
非

常
用
物
資
備
蓄

で
、
令
和
7
年
度
に
賞
味

期
限
が
切
れ
る
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
対
応
で

廃
棄
処
分
も
あ
っ
た
が
、

有
効
活
用
を
は
か
る
こ
と

を
求
め
る
。

答
備
蓄
品
台
帳
を
整

備
し
、
配
備
先
、

数
量
、
賞
味
期
限
を
管
理

し
て
い
る
。
賞
味
期
限
が

切
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は

防
災
訓
練
等
で
の
利
用
な

ど
有
効
活
用
す
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
を

�

答
電
気
柵
設
置
と
緩
衝
帯
整
備
の
支
援
を
は
か
る畑を荒らす猪。
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目
め

黒
ぐろ

道
みち

人
と

議員

問
フ
ー
ド
ロ
ス
は
世

界
的
な
課
題
で
あ

る
が
、
我
が
町
で
も
宴
会

に
お
け
る
フ
ー
ド
ロ
ス
は

目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。

今
回
は
あ
え
て
条
例
化
を

求
め
る
が
、
町
長
は
宴
会

で
の
フ
ー
ド
ロ
ス
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

問
少
子
化
に
伴
い
、

火
の
用
心
を
書
く

子
ど
も
が
減
っ
て
い
る
。

地
域
を
挙
げ
て
P
R
す
べ

き
貴
重
な
習
俗
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

Ｐ
Ｒ
実
績
を
伺
う
。

答
消
防
出
初
式
で
お

披
露
目
の
の
ち
、

各
地
区
の
公
民
館
で
展
示

を
し
て
い
る
。
ま
た
雪
ま

つ
り
に
お
い
て
も
会
場
内

で
展
示
し
て
い
る
。
さ
ら

宴
会
食
べ
残
し
ゼ
ロ

条
例
化
を

�
答
今
後
研
究
し
た
い

答
宴
会
で
多
く
の
料

理
が
食
べ
ら
れ
ず

に
残
っ
て
し
ま
う
の
は
大

変
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で

あ
り
、
廃
棄
物
削
減
の
面

か
ら
も
重
要
な
課
題
だ
。

条
例
で
定
め
る
こ
と
は
一

つ
の
取
り
組
み
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

問
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
先
進

地
の
大
人
の
振
る

舞
い
と
し
て
、
宴
会
で
の

食
べ
残
し
を
教
育
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

答
も
っ
た
い
な
い
思

い
は
感
じ
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
を
通
じ
て
給

食
な
ど
で
は
食
べ
残
し
が

な
い
よ
う
指
導
し
、
ま
た

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
は
洗
浄

し
資
源
と
し
て
循
環
す
る

こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

宴
会
に
於
い
て
は
主
催
者

側
が
食
べ
残
し
が
な
い
よ

う
促
す
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

問
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に

は
食
中
毒
の
懸
念

も
あ
り
消
極
的
だ
が
、
町

の
交
流
施
設
で
の
対
応
を

伺
う
。

答
湯
ら
里
で
は
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流

行
を
き
っ
か
け
と
し
て
感

染
症
予
防
の
観
点
か
ら
持

ち
帰
り
は
ご
遠
慮
い
た
だ

い
て
い
る
。
一
方
で
フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
の
た
め
、
食

べ
残
し
ゼ
ロ
を
継
続
し
て

推
奨
し
て
い
る
。

火の用心、
習俗のＰＲと保存を
� 答 地域の魅力としてＰＲを検討する

に
カ
プ
セ
ル
ト
イ
「
街
ガ

チ
ャ
in 

只
見
町
」の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
図
案
に
も
採
用

し
て
い
る
。

問
子
ど
も
の
成
長
を

地
域
で
祝
福
す
る

温
か
い
風
習
だ
。
移
住
定

住
フ
ェ
ア
な
ど
で
の
P
R

実
績
を
伺
う
。

答
移
住
定
住
と
な
る

と
生
活
に
関
す
る

説
明
が
主
で
あ
り
、
習
俗

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な

い
た
め
今
後
検
討
し
た
い
。

子どもの成長を祝福する温かい習俗。
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齋
さい

藤
とう

　猛
たけし

議員

今後の深沢温泉の
整備計画は
�答 審議会での意見を聞き整備計画を定めたい

問
深
沢
温
泉
は
、
湧

出
状
況
が
悪
化
し

て
お
り
施
設
運
営
に
お
い

て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

温
泉
掘
削
計
画
の
進
捗
は
。

答
源
泉
整
備
に
関
す

る
勉
強
会
を
実
施

し
た
が
予
算
化
に
は
至
っ

て
な
い
。

　
担
当
委
員
会
に
て
、
源

泉
の
回
復
状
況
と
合
わ
せ

て
4
億
円
の
事
業
費
提
案

を
協
議
し
た
。

　
浚
渫
の
実
施
、
井
戸
の

状
況
を
調
査
し
た
結
果
、

新
た
な
温
泉
掘
削
を
す
る

し
か
な
い
。
新
規
掘
削
に

は
、
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ

問
事
業
継
続
計
画
で

孤
立
集
落
の
住
民

救
助
は
。

答
事
業
継
続
計
画
と

は
緊
急
時
に
優
先

順
位
を
つ
け
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　
住
民
の
生
命
が
大
切
で

そ
れ
に
対
す
る
支
援
を
対

策
本
部
が
中
心
と
し
て
活

る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
、
揚
湯
量
の
確

保
、
温
泉
温
度
の
回
復
を

図
り
た
い
。

問
観
光
開
発
審
議
会

の
メ
ン
バ
ー
は
。

答
中
央
温
泉
研
究
所

か
ら
有
識
者
を
派

遣
し
、深
沢
集
落
の
代
表
、

関
連
す
る
町
民
の
代
表
、

孤
立
集
落
の

支
援
・
救
助
は

�

答
協
力
、
連
携
し
て
災
害
対
応
に
あ
た
る

動
す
る
。

問
自
主
防
災
組
織
の

編
成
率
の
低
い
理

由
は
。

答
都
会
に
比
べ
只
見

町
は
、
日
常
的
に

住
民
間
の
相
互
扶
助
の
力

が
働
い
て
お
り
、
文
字
に

表
さ
な
く
と
も
機
能
し
て

い
る
と
考
え
る
。

問
中
央
公
民
館
は
ど

の
よ
う
な
方
法
で

地
域
防
災
に
関
わ
る
か
。

答
町
民
生
活
課
と
協

力
し
、
集
落
の
考

え
方
を
尊
重
し
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
防
災
体
制
つ
く

り
に
協
力
し
て
い
く
。

問
孤
立
集
落
が
発
生

し
た
際
の
人
工
透

析
者
等
の
支
援
は
。

商
工
会
、
銀
行
等
を
考
え

て
い
る
。

問
観
光
開
発
審
議
会

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。答

上
半
期
に
答
申
を

ま
と
め
て
い
た
だ

き
、
年
内
か
年
度
内
に
整

備
計
画
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
。

答
孤
立
す
る
前
に
避

難
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
前
提
で
あ
る
。

　
そ
の
上
で
集
落
、
消
防

団
、
民
生
委
員
と
共
有
し

て
い
る
要
支
援
者
名
簿
を

基
に
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
救
護
、救
助
し
て
い
く
。

災害に強い地域づくりを。
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Vol.43

「災害救助法」�

� ってなあに？ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

ブナりん　只見町に「災害
救助法」が適用になったって
聞いたけど、どんなことな
の？

ブナりん　具体的にどんなことをしてもら
えるの。

議会議長　屋根に雪が積もって、倒壊する
おそれがあるときや、玄関周りの雪で家に出
入りすることができないときなどに、屋根や
家の周りの除雪をしてもらえるよ。

ブナりん　誰でもやってもらえるの？

議会議長　お年寄りや、障害があって自力
で除雪ができない人で、業者などに依頼する
お金をサポートしてもらっている人が対象と
なるんだ。
　今日（3月4日）までに２34件実施した
よ。

イワっぺ　助けられた人
がたくさんいたね。早く雪
が消えるといいな。

議会議長　よくテレビや新聞をみているね。
今回は議会のことではないけれど一緒に考え
てみよう。
　「災害救助法」っていうのは災害が発生し
たときに、国（内閣府）が地方公共団体など
の協力のもと、応急救助を行なう法律のこと
だよ。
　自然災害などで人の命や、建物などに大き
な被害が発生したり、発生するおそれがある
ときに適用になるんだよ。

議会議長　今回は、大雪で、放置すれば住
家が倒壊したり、生命または身体に危害を受
けるおそれがあるということで適用になった
んだ。

アカショウちゃん　豪雪
でも適用になるの？
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編
集
後
記

　
豪
雪
だ
っ
た
今
年
の
冬

も
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と

し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
４
月
か
ら
新
し

い
議
会
体
制
と
な
っ
て
一

年
を
迎
え
、
議
員
の
な
り

手
不
足
や
議
員
定
数
の
問

題
に
取
り
組
み
協
議
を
し

て
い
る
中
で
、
全
国
的
に

議
会
へ
の
関
心
が
薄
い
こ

と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
で
も
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
町
民

の
声
が
見
え
る
企
画
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
多
く

の
町
民
の
方
に
参
加
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
議

会
や
町
政
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町

民
の
方
へ
の
取
材
の
と
き

は
、
何
卒
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
議
会
や
広
報
誌
に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

願
う
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」

「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際

も
是
非
と
も
ご
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
小
沼
信
孝
委
員
）

　
朝
日
小
学
校

　
６
年　
酒さ

か

井い　
莉り

里り

　
私
は
只
見
線
が
好
き
で

す
。
理
由
は
、
車
内
か
ら

見
え
る
景
色
が
綺
麗
だ
か

ら
で
す
。
季
節
ご
と
に
違

　
明
和
小
学
校

　
６
年　
佐さ

藤と
う　

　
佑た

す
く

　
明
和
小
学
校
で
は
１
～

４
年
生
が
伝
統
芸
能
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
・

２
年
生
は
大
倉
八
木
節
、

３
年
生
は
小
林
早
乙
女
踊

只
見
線
へ
の
思
い

明
和
の
伝
統
芸
能

う
景
色
が
見
ら
れ
る
の
で

楽
し
い
で
す
。

　
私
は
「
只
見
線
子
ど
も

会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
に
入

っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
中

に
、
只
見
線
に
手
を
振
る

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

誰
で
も
参
加
可
能
な
の

で
、
皆
さ
ん
も
只
見
線
を

見
か
け
た
ら
手
を
振
っ
て

く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　
私
が
大
人
に
な
っ
た
ら
、

り
、
４
年
生
は
梁
取
神
楽

を
練
習
し
、
毎
年
発
表
し

て
い
ま
す
。
卒
業
を
迎
え

る
僕
も
、
３
つ
の
伝
統
芸

能
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
自
分
の
地
区
以
外
の

伝
統
芸
能
に
触
れ
る
こ
と

は
、
と
て
も
よ
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　
僕
は
大
倉
に
住
ん
で
い

て
、
今
で
も
大
倉
八
木
節

を
踊
っ
て
い
ま
す
。
地
区

の
先
輩
の
踊
り
は
と
て
も

多
く
の
人
に
乗
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
只
見
線
の
情

報
を
発
信
す
る
よ
う
な
仕

事
も
し
て
み
た
い
で
す
。

し
な
や
か
で
、
美
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
区
の

伝
統
芸
能
に
た
ず
さ
わ

り
、
明
和
の
伝
統
が
続
い

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
佐
藤　
孝
義

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
副
委
員
長　
目
黒　
道
人

　
委　
　
員　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
小
沼　
信
孝

　
　
　
　
　
　
矢
沢　
明
伸

　
　
　
　
　
　
⻆
田　
　
誠

　
只
見
線
子
ど
も
会
議
の

活
動
、
頑
張
っ
て
い
ま
す

よ
ね
。
只
見
駅
の
模
様
替

え
等
、
い
つ
も
拝
見
し
て

い
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
！

　
大
き
く
な
っ
た
時
、
憧

れ
の
先
輩
と
な
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
継

続
は
力
な
り
！
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